
中学生向け数学           中学校      学年 氏名             

（問題先頭の丸文字は問題を解ける学年を示し各学年で学ぶ項目は全てその学年に含ます。） 

（問題が Ｇ：良い、Ａ：基本、Ｄ：代表的、Ｓ：新規性、Ｈ：高水準、Ｆ：標準的） 

★（４０点必須）、★★（６０点必須）、★★★（７５点必須） 

③：２１５ｇ０１１２０８０８０５ｔｉｂａｓ４ｈｉｓ    難易度３ 

右の図のように、正方形ＡＢＣＤがあり、辺ＣＤの 

中点をＭ、線分ＢＭと対角線ＡＣの交点をＰとする。 

このとき、次の問に答えよ。 

１）★★∠ＣＭＢ＝∠ＰＤＡであることを 

証明せよ。 

２）★★正方形ＡＢＣＤの面積が１４４ｃｍ２ 

であるとき、△ＰＣＤの面積を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題の解き方と復習のポイント 

１）△ＰＡＢと△ＰＡＤにおいて 

ＡＢ＝ＡＤ（正方形の 1辺）    ∠ＰＡＢ＝∠ＰＡＤ＝４５度（正方形の対角線） 

ＰＡ＝共通    ２辺とその間の角が等しいので△ＰＡＢ≡△ＰＡＤ 

合同な三角形の対応する角は等しいから∠ＰＢＡ＝∠ＰＤＡである。 

一方∠ＰＢＡ＝∠ＣＭＢ  （平行線の錯角）これで∠ＰＡＤ＝∠ＣＭＢである。 
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２）正方形の面積が１４４ｃｍ２から正方形の 1辺は１２ｃｍ 

ＡＢ：ＭＣ＝ＢＰ：ＰＭ    ＡＢ１２、ＭＣ＝６から 

ＢＰ：ＰＭ＝２：１   △ＰＣＤの高さは１２÷３＝４ｃｍである。 

１２ｃｍｘ４÷２＝２４ｃｍ２      


